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　　This　survey　was　done　to　obtain　some　information　for　wooden　constructions　and　their　conservation．

Main　aims　are　as　fo1lows．

　　1）　To　classify　the　damage　to　wooden　constructions　and　its　dominant　cause．

　　2）　To　observe　the　manners　of　failures　in　structural　members　and　joints．

　　3）　To　examine　the　relation　between　the　degree　of　decay　and　the　damaged　wooden　construction．

Th・f・11・wi・gf・・t・・・…t・d…h・…t・・i・ti…fthi・…thq・・k・．Th・ti・，th・d・g・…f…thq・。k．

damage　depended　remarkably　on　the　character　of　the　gromd　and　did　not　relate　to　the　distance　from

th・・pi…t…Iti・p・i・t・d・・tth・tth・・・…f…thq・・k・d・m・g・i・wid…dth・tth・d．m．g．i。。。。一

siderably　intensive　in　some　limited　districts．

　　Damage　to　wooden　houses　c1assi行ed　as　fol1ows：

　　1）　Damage　mainly　by　the　direct　vibration．

2）D・m・g・b・・・・…f・・・・・…ttl・m・・t，b…k・・d・lip・fth・f…d・ti・・，。。。。。dby。。。。k，。i．k，

landslip　and　quick　sand，

　　3）　Houses　were　struck　by　the　tida1wave　and　flooded　by　the　break　down　of　banks．

4）H・・…w…d・m・9・dbyth・・i・k・・dth・i・・li・・ti…f・・ighb…i・g・・i・f・…d・㎝・・。t．b．i1di㎎。．

　　Damage　to　joints　of　varieties　of　structure，sca1e　and　service　period　was　conspicuous，especiaI1y　to　the　joints

・fi・・w・11・I・m・・y・・…th・w・1lw・・…kd・・p1y・・dth・n…w・・d・f・・m・d・・・…lyi・gy㎜。・i．m。，

auditoriums　and　schoolrooms，where　the　joints　between　the　wa11and　the　floor　were　discomected．

V・・i…ki・d・・fd・m・g・t・m・mb…w・・・・…g・i・・d，・・th・b・・k1i・g・fp・・t・t・・m・・t・dp．i．t・with

㎞・・b・・・…　di・g…1b…i・g・th・f・lli・g・fth・di・g…1b…i・g・f…ft・・・…dth・b。。。k．g。。f

jOintS．

　　The　re1ation　between　the　degree　of　decay　and　the　damage　was　not　exactly　recognized．

　　In　Niigata　Prefecture　these　were　about　twenty1aminated　wooden　constructions　which　were　tested　for

th・i・・ttim…　th・・・…i…fthi・1・・g・…thq・・k・，・・ditw・…t・dth・t。・yd．m．g．w。。。。td。。。．

　　今回の地震発生にさいし，科学技術庁の“特別研究促

進調整費による新潟地震総合研究”が企画され，相互の

連絡と一意見の交換を行ないっっ実態の把握と防災技術の

確立に努力を結集してきた．当場木材部ではこの研究の

一一環としてr木造建築物に関する調査研究」という課題

を分担し，木材材料学的立場から被害の実態を調査し，

この解析から将来木質材料を主体とした建築物の構法や

保守に寄与するための知見を得ようとした．すなわち，

調査の主たるねらいを，1）木造建物の被害とその要因

の類別，2）部材および接合部の破損状況の把握，3）

被害建物と腐朽度の関連などにおいた．被災地域が農村

地帯に広く分散しており，かっ，木造建物の応急処置が
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比較的迅速であるため，現地における資料収集について

は不十分な点もあるが，建築関係の調査団がその都度貴

重た成果を報告しているので，それらを参考にしつつ木

造建物の被害状況を集約し，今後の木構造のありかたに

ついて検討した．調査結果の詳細は当場の機関誌にゆず

り，ここでは要旨のみを述べることにする．

　この調査研究を行なうにあたり，格別の御理解をいた

だいた科学技術庁，国立防災科学技術セソター，農林水

産技術会議，新潟県庁，山形県庁，復旧業務御多忙のと

ころ多大の御協力をいただいた新潟県林政課，新潟県林

業試験場および被災資料の収集に直接御便宜を与えられ

た現地における多数の関係老各位，資料提供や有益な助

言をいただいた各研究調査機関にたいし，深く謝意を表

する次第である．

　地震発生当初，木造建物は比較的安全であったかの印

象を一部に与え，たしかにそのような点も認められる

が，その被災地域が広範囲に分布しており，地区によっ

ては震害の程度も相当ひどかったのが実情である．た

だ，従来の震災と異なることは，被害の程度が震央から

の距離よりも，地盤の性状に著しく関連していたことで

ある．とくに，被害が集中していた地域は，河口付近の

氾濫原，以前に河道，沼沢，潟などであったところ，盛

土や埋立てをした土地，砂丘の内陸側の斜面やすそなど

比較的新しい時代に形成された軟弱地盤に限られてい

た．

　いま，木造建物の被害を要因別に整理すれぼっぎのこ’

とくなる．すなわち，

　1）上部構造が主として振動により損傷したもの（が

　　　けくずれによる損傷を含む），

　2）表層地盤の地割れ，陥没，地すべり，流砂現象な

　　　どにより建物の基礎に不同沈下，破断，滑動等が

　　　生じて上部構造の損傷を惹起したもの，

　3）津波や堤防決壊による浸水などにより損傷したも

　　　の，

　4）隣接する建築物などの沈下，傾斜に強制されて損

　　　傷したもの，

などである1各地とも地盤変動に起因する被害が圧倒的

に多く，今回の災害の特徴になっているが，村上以北の

地盤のかたいところやその他のところで，ごく局部的に

は振動による被害が認められている．また，がけくずれ

による被害例も少なく，新潟県の山北村や山形県の温海

町付近で報告されている程度にすぎない．なお，新潟市

内では二次的に水災をうけたもの，隣接の鉄筋コソクリ

ート造の建物などの巻きぞえをうげたもの，石油コソビ

ナートの火災により翌目になってから類焼したものなど

の特殊例が多かった．

　これら被災建物のうち，農漁村にあるものの多くは古

い構法に従い，耐震構法を採用しているものはきわめて

少なかった．かりに，現行の建築基準法に規定されてい

る構法がとられていても，それは主として水平力に対す

るものであるから，今回のように地盤変動による縦の変

形を強制された場合は，必ずしも十分な効果は期待でき

ないが，すくなくとも被害を軽減することはできたと思

う．また，アラスカ地震では，壁や床に合板を使用し，

ボルトや釘で結合部を一体化した木造建物がきわめて強

剛で，地すべり地帯においてさえ原形を失うものは稀で

あったことにかんがみ，構法上の検討や合板バネルを利

用した建物の研究が望まれ，関係資料の整備を行なって

いる．

　このほか，特記すべきことは，地震発生に際L，木造

住宅からの出火が全くなかったことである．この原因に

ついてはいろいろ考えられるが，倒壊した建物が少なか

ったこと，採暖期でなかったこと，昼の炊事が終了した

時刻であったこと，浸水地域が広かったこと，1955年の

新潟大火の経験がいきていたことなどがあげられよう．

　つぎに，個々の建物の破損状況について述べれぱ，構

造，規模，建造年次などを異にする建物の接続部での破

損が目立っており，このことは防火壁と木造建物との接

続部でも同様である．また，屋内運動場，講堂，教室な

ど室面積の広いものでは，周壁の沈下が大きく，床面が

盛り上がりをみせ，壁面との接合部がはずれている場合

が多かった．基礎は，地盤災害といわれるだけあって，

その損傷が目立っており，特殊の場合以外は独立基礎に

類するものはやめて布基礎を採用すべきであることはい

うまでもたい．このほか，軟弱地盤にあっては木造校舎

のみでなく，住宅程度のものでも基礎に鉄筋を入れるこ

とをすすめたい．

　各種部材相互の接合部におげる破損もきわめて多く，

柱が筋かいや方づえと接する部位で座屈している例や，

小屋筋かいが脱落している例や，継手が破損している例

などもみられた．接合金具類を使用した例は非常に少な

かったが，ブレスの取付け金具がさぴて折損していた例

などもあった．木構造の良否は接合工法の進歩に依存す

るところきわめて大であるので，接合金具や補強板の使

用などにより，さらに改良を加える必要がある。

　なお，被害のはげしい建物のなかには，工法上の欠附

によると思われるものもあるが，建物の保守が悪いため

に腐朽がすすみ，それが破損の主なる原因となっている
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例も散見された．腐朽がすすめぼ小さな振動でも倒壊す

ることは当然であるが，今回のように地盤変動が支配的

な場合は被害の程度と腐朽度の問に必ずしも明確な関連

は認められなかった．また，せっかく修理，改築を行な

っている現場でも，防腐剤を塗布している例は全くな

く，木材防腐の普及，徹底のむずかしさを痛感した．木

造建物こあっては耐朽性付与に関する工法上の改良はも

ちろん，すくなくとも土台には防腐剤を加圧注入したも

のを使用するようすすめたい．

　このほか，新潟県下には集成材アーチを用いて3敏節

構造とした屋内運動場や校舎などが20棟ほど建造されて

おり，今回はじめて大地震の試練をうけたが，なんら構

造上の被害をうげなかった．このことは現地の信頼をい

ちじるしく高めたぱかりでなく，今後の木構造の進展に

対し明るい希望を与えている．早急に，構造材料として

の集成材の製造基準を確立し，強度や防火性能ぼかりで

なく，設計上の自由性の点でもすぐれている特質を広く

建造技術の中に活かしてゆく必要がある．

　以上，今回の新潟地震におげる木造建物の調査研究の

総括であるが，ここに得られた教訓は現行の基準法を大

きく改めるほどのものでなく，問題はむしろ耐震構法や

木材保存に関する既往の知識をいかに現場施工にまで鰺

透させるカ㍉さらには，接合部の合理的設計に重点をお

き，木質系バネルや集成材を用いた構法の研究をいかに

推進させるかにある．
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写真一1振動的被害例（専ク’‘公糺倉川｛・新洲∴

　　　　　北蒲原榊1と州∫）

Damage　to　a　storeh（）Use　by　direct　vibration．

写真一4　砂庁斜而にあるひな段宅・地の液害（新
　　　　　潟市■’」rい）

r〕anlage　to　honle　lets　in　tiers｛．〕n　the　s1opc

of　dune．

一写真一2　不同沈下（身休障iぷ各史止所・川榊］∫）

1）a　n］age　to　h（）Use　b　y　the　u　neven　sett－en1e　nt

of　foundation．

圭、美

写其一5　砂！T1斜而にお1ナる地すべ！）に．仁る破一キ

　　　　　（須〒沽｝1iゴIIjill．1）

　I）anlage　by　landslip　on　the　slope　of　dune．

・’4ぷ・

　〃“｛

σ　オ
．奏・ジ

一写真一・3砂丘斜面における地割れ（新潟市11f山

　　　　　水道局公舎裏山）

　　　　　Cracks　on　the　s1ope　of　dune．

尽、β、㌧

　養．刀

iゲユ1工一6　1蛛北崖負坐｛勿の言北n二．仁る菊むi手（男〒汚｝1けド

　　　　　　ノ（川1汕）

I）aInage　by　the　sinking　of　Hn　adjacent　building．
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’ゲ其一7　新潟1㍍大形小学段’第4午交f芋の被害（北

　　　　　　1の

Genera1view　of　da1Tiagc　to　a　scho

in　Niigata　City．

building

写真一9鶴胴市京田小学校（幼稚園）の被害

General　view　of　damage　to　a　kindergarten

in　Tsuruoka　City．

・ワ

写其・一8　円通ダ丁川iの破’．I手（1い火1｝．頭）

Damage　to　a　wT）oden　st（）rehollse．

写真一10姓物接続部の被害，柱の座屈もみえ
　　　　　　　　る（新潟鉄道教淵所・下所島）

Damage　to　the　joints　between　the　structures

of　di肝erent　story，the　buckling　of　posts　also

being　seen．
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写真一11雄物按続’部の破害（海．L保安木部・

　　　　　　中央」1湖D

Damage　to　the　j（〕ints　between　the　structures

of　the　same　story．

’ゲ典一13■教室床の被害（新潟巾大形小学校）

　Damage　to　the刊oor（〕f　a　schoolroom．

三
塁

1
1
黎

、　■　1
　，’　．

　，1
　■

J㌔

一∫バ1；一一1・1此ドの破㍗（新潟■1附野木・11学佼よ

　　　　　　り附川）

　　　1）anlage　to　the　刊oor　at　a　corridor．

．鼻麦1鑑’

　　　　　響軸雛

　　｛琴ヤざ二∵’’1ぐ、、二＝，

写真一12防火壁接続部の被害（鶴岡市西郷小
　　　　　　学校）

　Damage　to　the　joints　of　the　hre　wa1l．

、d　　二’’坤養邊妻・／

　　　一．・瑚
　　　　｛　　　一

　　　‘　　　　　■　　　　　　’

’ゲ真一15片ミ内迦助場の唯の破損（新潟リ1！曾野

　　　　　　オ（小‘≠佼）

I）amage　to　the　l〕earing　wal1of　a　gym11asium．
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木篶独築物に閑する調査研究一山井

鋤

＿鞍

，繊

　言

　　　　　　　　　　・’二、二

写真一18壁および天井の被害と火打梁のはず

　　　　　れ（新潟市大形小学校第4校舎）

Damage　to　the　bearing　wal1and　the　cei1ing

and　the　disconnection　of　the　horizontal

angle　brace．

写真一16床と壁の接合部の破狽（新潟市曾野
　　　　　木小学校履内連動場）

Damage　to　the　joints　between　the　bearing
wall　and　the　f1oor．

写真一17柱の座触（方づえとりっけ部付近）
　　　　　と二階床根太のはずれ（新潟市大形

　　　　　小学校第4校舎）
Buckling　of　the　post　near　the　connected
points　of　knee　brace，and　the　disconnection

ofHoorjoist．

写真一19大引の接合部の破損（新潟市大形小

　　　　　学校教室）

　Damage　to　the　joints　of　the　s1eeper．
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写真一20　きわ根太のはずれ（新潟県警察学校
　　　　　　　武道1場・川片I町）

　　　　Disconnection　of　the　Hoor　joist．

’ゲ真一一22土台の継手破損（新潟山竹野木小学
　　　　　　　ヰ交屋二内三塑鋤リ壊｝）

　1）amage　to　the　j（〕ints（〕f　the　gmundsill．

写真一21小屋筋かいの脱落（村上市片船小学
　　　　　　　校旧中校舎）

Fa11ing　of　the　diagonal　bracing　of　roof　truss．

写真一23　かもいのはずれ（鶴岡市西郷小学佼
　　　　　　　教室入口付近）

　　　　Disconnection　of　the　head　jamb．
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木、〃〃！物に閉する洲介仙・一’1一ピ l1川1

一ゲ真一一2（5布」，一；雌ソ）行舳1と干多莇（新1舳∫大形小

　　　　　　　学佼節4枚介北側）

Breakage　and　dislocation　of　the　continuous

footing．

1ゲ其一24　控え柱の破損（舳刈巾西郷小学校火

　　　　　　　岸1内連助場）

　Damage　t（〕the　shores　of　a　gymnasium一

一暑

巷，ぷ

一沙

ソ
，

写真一27土台の舳げ破損（新潟市大形小学校
　　　　　　　第4校舎北側）

　　　Bending　fai1ures　of　the　groundsi11．

写真．一25布基礎および土台の破壊（新潟市大

　　　　　　　形小学校第4校舎火側）

Damage　to　the　continuous　f（〕（〕ting…md　the

groundsi1l．
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写真一28　独立基礎の沈下（付上市え1船小学佼）

　　Sinking　of　the　independent　footing．

∫ゲア；一30 ブレスの被害（新潟県キI舳舳い北村

役場議場）

Damaging　to　the　brace．

1

写真一29柱の腐朽（側岡市京旧小学校・幼稚
　　　　　　1掲）

　　　　　　　Decay　of　the　post．

寸「

写真一31

　　　　　　　　　　ミ、ミ、

瓦のすぺり（鶴岡市西郷小学校より

借用）

Sliding　of　the　roof　tiles．
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木〃企築物に閑する調・企研究 lllル

写真一32集成材による屋内運動場（無被害の
　　　　　　　　例）

　　　　　　　　　（新潟県三島郡越路町塚山小学校）

Genera1view　of　a　gymnasium　constructed
of　curved　and　laminated　lumber（no　damage）一
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